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　　　　　　　　　　　（Ａ）　肢体不自由者の作業療法研究の動機
　　（1）肢体不自,由児の作業訓練
　△　６年間木彫を続けた小児麻拝見の事例
　昭和29年，旭小学校特別学級（杉の子学級）５年生へＯ少年転入．
　両上下肢麻拝，手車で通学，精神葺弱児として遅退児学級に編入された．
　　（ａ）能動的機能訓練方式としての作業療法
　入学以来一般教養学習を受けていたが精薄は知識概念の記憶と運用は不得意であり，体全体で感
じとるという体験学習ならば習熟訓練によって進歩は認められるという点に着目しその教育方法と
して造形教育方法を採用した．その中で本人は精薄の中に交ってはいるか上肢の麻拝のため工作が
最も不得意ではあったか木製ブローチ製作に非常に興味をひいた．握力の乏しい〇は彫刻刀をもつ
手に体の重力を加えて彫りつづけた．本に穴があき，５ cm 角の朴の木片が単独模様として浮き彫
りされた．ペーパー掛け，砥の粉目止め，透明ラッカー塗装が施こされる頃からＯの成功感は，不
可能とさえ考えられていたところの，ものをつくるという造形能力の可能性が自己の不全な機能の
中にも，残存する力が未だ潜んでいたことを発見し，生命力の自己発見がなされたのである．
　彼の興味は材料抵抗の大きい木工加工に集中し，順次ブックヱンド，マガジンケース等に発展し
て行.つた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　この子の教材展開か杉の子学級の木工部の発展と歩調を一にしていて，この３～４年間に木彫
部，玩具部と二つの部が誕生し発展して行った．玩具部は積木，遊具の生産を始め現在両部共軌道
に乗って定量生産か順調に行われている．
　０は彫刻主任として一切の検査，不良品の修正加工等を一手に引き受けている責任者である．現
在迄６年間マガジンケース等を彫りつづけている彼の手は我々大人の手と同じ頑丈さをもっている
が発育不全の使いものにならなかった筋力（2）位の手でものを把握するのがやっとという状態の掌の
持ち主が見違える様に発達したのである．
　以来６年間，作業によって造形生産される喜びが，しらずしらずのうちに手を腕を体を共応させ
て成長してい･つたのである．彫り進んだ６年司の積み上げられた動作が自動運動の機能訓練として
有効であった．療術師による患者の受動的機能訓練でなく，自ら作る喜びがもたらす能動的機能訓
練として，意志と行動を伴った造形作業による機能訓練の効果が顕著にあらわれた実績をここに報
告，肢体不自由者（脳出血患者を含む）の機能回復も作業療法によってその成果をあげ得られるこ
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とをのべたい．彼は作業療法によって上肢の機能回復か成功したのみならず，腹筋を使う木工作業
によって下肢の独歩か可能にもなった．
　（ｂ）情緒性の安定をはかる能動的作業療法
　木彫をはじめた頃のこの子等の日記に「よろこび」という字や「しんせつ」という宇があらわれ
ている．また「怒ってはならない」という自覚の言葉が印されている．木工に対する興味力七日句き
の姿勢となり，建設的な木工部新設の意気ごみが教師と生徒と一体となり，建設の憲慾を燃やし続
け，生活共同体としての杉の子学級の生徒が互をいたわり合い，互を認めあい，自からも生の希望
に燃えて，―日一日製作に対する喜びを積み上げて行ったところに総ての不平，不満を向上への希
望におきかえたことが情緒の安定性を呼んだ原因であると思われる
　手工芸的なものは単にリクリェーションとしてでも異常緊張の解消がなされ，情緒の安定性が得
られるものである．このことは造形方法による一つの教育機能ともいえるのである．
　欠陥児のもつ機能訓練も単に機能の回復に役立てばどんな方法でもよいというのではなく，情緒
の安定がリハビリテーションの第一段階と考え，先づ治療意識の自覚が先決問題であり，意志によ
る作業療法の効果をあげるよう心理的にも機能的にも二者一体の方法がとられることか必要であ
る．
　０は友人の手･を借りて車のあとを押してもらって通学していた手足の行勁の不自由さから解放さ
れると，自由な自己活動が可能となり，自由に手車を利用して毎日２ｋｍを自力で通学している．
手の機能も小児的な手から今は大人の私の手と大体同じ大きさとなり，ほぽ握力も近い位になって
いる．但し小指にまひの残痕がのこって･まがらなくなっているだけである．彫刻の時は小指を支点
として彫り，握ﾌﾞｺとして使わなかった原因にもよるかもしれない．
　これは多くの級友との共同動作につりこまれて６年間，しらずしらずのうちに手の訓練が繰り返
されていたことによる．単に個人の手技訓練のみでは果し得なかったであろう．集団的機能訓練の
効果もここにある．集団的作業療法と同じ欠陥をもったもの同志の情緒の安定として槃団的心理療
法が併用されていたことになる．
　現在工場学級として，木工部は中学卒業生を副手として，その指導下，作業学習がなされてい
るi
　　（2）欠陥児の工場学級経営
　　（ａ）精薄児の工場学級経営　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　精神薄弱児の特性として，「単一作業の繰り返し」があるが，近代生産工場の流れ作業形式は単
一･作業の繰り返しであって，言うならば近代生産形式における工場作業形態の一様式は精薄的作業
形態をもっているとも言えよう．
　高度のオートメーション形式のコントローラーとしての技術者は勿論これ等の知能低格者，身体
障害者の遠く及ばないものであるがに彼等が機械作業としての単一作業を機械の一機素として作業
をする場合就業可能である．繰り返し作業による習熟を計ることによって可能職種がいろいろ考え
られ，将来それらの職種に就職する可能tlがあると考えられる．
　この前提に立って機械を導入した家内工業的な簡易作業施設を学級内に設けて実験を続けた工場
学級を援助しているうちに次の効果が発見された．
　流れ作業形式による紙函製造工場，截断機，折りまげ機，ホッチキス機等を導入，指導員男１
名，女２名で２年前より実施，指導員男１名は截断割りつけ,と全体的な製造管理，女２名は紙は
り，機械管理等に従事，主任教諭は学習は勿論工場規律，外注，会計総務を担当，制作も卒先して
実施した．忙しい最盛期に:は月額8～10万円の売り上げ高を記録した．中学以上は職業訓練とし
て，卒業者は見習職人として月末には工賃を清算する．中学部の生徒の夏のアルバイト代として支
払ったものの中には3,000円級が数人あった．指導員の給与･は欠かさず支払うことが出来るように
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なった．
　このような流れ作業による工場学級の経営は生活訓練として怠堕者をなくし，自ら作った作業場
における申し合わせ事項を醇守すると共に，持続性に乏しい精薄をして長時間の単一作業に耐えら
れるよう訓練することが出来る．
　精薄は場に応じて全体を見て異った作業をコントロール出来ないものである．これは知能の進む
につれて行うことが出来るようになる高度の人間能力であるといえる．
　但し単一作業の繰り返しは低格者でも習熟によって巧緻性は増大するものであって，特に機械と
取り組むことによってご機械から教えられることが多分にある．
　授業形体は一般学習としての学級経営と，工場学級としての職業的可能性・訓練と二本立である
が，造形教育方法から見れば，工場学級の結果から見て，自分の仕事だけをすればよいという作業
意識が増大し，建設の初期に感ぜられたお互をいたわる等の英徳である．融和，愛情等，情緒的な
純真さの声が聞かれなくなったと言える．その理由として推測するに，「機械的単一動作は模倣と
依存性を増大し，創造的自主性を増すものではない.」ということである．
　最近新指導要領で新設された技術科の在り方も造形教育機能としての創造的自主性は教育効果と
して期待出来ないだろう．メカニズムは情緒的人間形成をそこなう．
　工場学級経営による生活指導と職能訓練は多大の効果を挙げ，生活の律動性を意義づける教育効
果を上げることが出来た．しかし，情緒性の安定と創造的自主性という教育効果をあげるために
は，その上に機械によらない自由創造制作としての造形教育方法が一般教育部門で強調されなけれ
ばならない．そうしないならば精薄としての欠陥である模倣性と依存性を助長することになる．
　特殊学級でも，創造工作は小学低学年から一般教育として取り上げられて来たものを，中学の職
業教育としての工場学級学習と並行して，木材や紙のたち落しや粘上等を利用して亡|由制作は続け
るべきであることを主張する．
　工場学級による学習と一般教養学習の二本の柱によって支えられなければならないことが実証さ
れたことになる．
　正常児にもこれが適用され，中学における新指導要領の技術科時間増による，美術科の時間削減
はこの人間形偉に大きな偏倚を呼ぶであろうことを予見しているといっても過言ではない．
　　（ｂ）肢休不自由児の工場学級経営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　精薄の流れ作業による工場学級経営は単一作業の習熱ということで，職能訓練を効果あらしめた
が，同様にして肢体不自由児にもその効果は期待されると思うが，現在行なわれている堕肢小鹿園
の活版印刷工場では別の意味でその効果をあげている．文字学習と手先の機能訓練である．
　治療を主として機能訓練を医療の主軸として教えている同園は，教科教育は従属的位置に置かれ
ている現況であると言えるであろう．そこでは工場設備はあっても精薄学級の工場学級とは趣を異
にしたものである．
　作業による機能訓練も活版作業では指先の巧緻仁|を増す作業である．同国には手に欠陥をもたな
いもので，歩行に欠陥かおるものも入国しているので，このようなこどもには最良の適職として考
えられる訳である．この活版工場は流れ作業形式でなく，植字，大組み，整版，印刷，製本等単一
作業で，それぞれの工程が完結して行く仕事であるので家内工業では流れ作業による量産工業だと
はいえない．従ってここの学級工場経営としての印刷工場での訓練が製函の流れ作業とは別の意味
の教育効果を生んでいることかわかる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　一般教育の補助作業として活版作業を考えた場合は，国語学習の文字を知るという大きな効果を
呼んでいる．文集「松葉杖」を出版しているが，編集，印刷という一貫作業をやることにより，他
の学校で味はえない刊行への興味が我々の刊行物をつくるという意識となって表われている．これ
は精薄の場合の請負の紙函製造のあいだをぬって，自由製作をさせるのと同じ意味をもっている．
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　また工場管理としては指導員１名の下で活字の配列や整理整頓のきびしさを体験し，生活訓練と
しても職場における規律訓練としてもきびしく律せられることになり教育効果はまた大きいものか
おる．
　かくして工場学級も業態，運営の如何によっては，それぞれ独.自の教育効果をよんでいる．
　今これにヒントを得て肢体不自由者の一症状としての脳出血患者に対する情緒の安定性と機能回
復とをねらった脳出I血患者の作業療法を四つの段階に分けて研究しつつあるのでここに中間報告な
がら発表することとした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　（Ｂ）　脳溢血患者の能動的機能訓練としての作業療法並に後保護施設の一形式
　（1）情緒の安定性と生命の自覚（第一段階）
　病気になったからといって人間は劣等な人間になってしまって，再び立ち上ることが出来ないの
ではないかと考えるようになっては駄目である．
　無為にベッドに病臥して闘病という克服感と生きる希望，未だ癈人ではないという自覚がなされ
ないと機能回復のためのあらゆる訓練も治療も他動的で意義が弱い．自からの機能を自らの意志力
で呼びもどすという努力がなされることが治療の第一段階である.
　－ケ年間精神病患者の作業療法（高知大学教育学部研究報告第12号昭35年４月）を試みて，自らもの
を造形することの中に今まで失われていたと思われていた正常な感覚動作か呼びもどされることを
たしかめたが，異常行動や無為患者などが，目的的生存から無目的的生存に陥ってしまっていた．
これ等の人々も，その神経のどこかに潜在する残存憲識をよびおこし，自覚させるというところに
正常への復帰がなされるだろうと思う．精紳病患者への作業療法は堕性的に彼等がものをつくって
いる中に自らの力で素晴らしい作品が出来たという意識が大きな喜びとして自らの生命の可能性を
自覚することによって再びその喜びを味わおうとして作業日を待ちかねている現状である．
　また別の方法で，自らの治療しようとする意志力の結集を既にニケ年間の集団心理療法による酒
癖者の断酒実行によって会員200名の新生を計ることさえ出来たのである.･（高大教研報第12号昭35
年４月Ｘ
　脳出血患者が脳の中枢神経が出血のため侵されていても，残存する未だ健全な神経にたよって，
生き続けることが出来るという考え方に立って，その残された肢体と神経中枢の一部を100％利用
して生き抜く気力をつけ癈人となってしまったと思い違いをしている患者を生き加えらせようとす
るのである．
　過去の研究によって精神分裂病患者，酒癖者は心理療法を兼ねた作業療法によって回復を見つつ
あるのであるが，今回はそれを脳出血等による肢体不自由者の機能回復をも作業療法によって訓練
しようとする試みに移してみたj
　（2）反動式機能訓練棒の考案（第２の段階）
　機能障害の筋力の状態に応じて作業可能者と不可能者に分類する．未だ作業不能の者は機能訓練
を積み上げ，迎動練習を中心にした治療によって作業可能の状態にまで筋力をもって行く方法を先
づとろうとした．そのためにmuscle testing（筋力検査) (2)(3)(4)の段階のものに課すため，簡易
に家庭でも自力で行える反脂式機能訓練棒を考案してみた．
　Ｍ．　Ｔ１の拍動運動の出I来ないものは，他動運動によって(passive exercise)徒手で患部を静
かに屈伸してやらねばならぬから，反動棒や作業によるには未だ遠い状態である．（事例一脊髄前
角炎，四肢麻輝，21才男，手首ふり棒を与えたが未だ効力を判定出来ないまま途中で退院）
　△　M. T 2は重力にさからって運動することは不可能であるが，他力による介助によって迎動
出来る状態のものに介助による自動運動の訓練(Active-assistive exercise)のために振子運動の
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反動を利用して自らの力懲機能訓練をさせること･が出来る反動棒を試みた．肩までも上らなかった
右手が反動で肩上45°までも上ることが出来るようになった．（事例一脳出血，筋萎縮右上縛上下
迎動不可／55才，男Ｍ）
　始動はゆるく，順次振幅を増し．振り上げさせる．心理的に本人はこの器具によってのみ回復を
早めることが出来るという自信をもっていて，朝食後，昼食後，夕食前と三回，数分やっては休
毎，又実施する方法にて30分間根気づよく続けている．治療の可能性が意識上でも機能上にも顕著
なものを示している実例である．
　M. T 3の筋力は外部から抵抗を加えると運動が不可能であるが，抵抗を加えないで，患者自身
の肢体の重さに抗して十分な迎動が出来るもの,｀（事例―脳出血，肩足右上下運動不可，53才男Ｎ）
　患者は指示された肢体の迎動を自らの力で遂行することが出来るので自動運勁の訓練がなされる
　(Active exercise)但し，Ｎは痛みを伴うので上下運動不可となづているが筋力はある．
　Ｍ．Ｔ４の筋力は抵抗をゆるめると十分な運動の出来るむので, M. T 3のＮも反動棒の重さを
文えて静かに上げる運動を指令すれば，その抵抗把打ち克って自動運動が出来る．このように反動
棒も抵抗運動の訓練(Resistive exercise)に利用出来ることを示している．この際持ち上げはじ
めは静かに始動を始めることが大切で，回復期が近ずくと棒の先の球の重さを増すことによって次
第に抵抗を高めるようにする．
　漸進抵抗訓練(Progressive resistance)は総てスムーズに行うことが大切である，また患者の
姿勢，肢位は患部によって違えなければならないし，その運動方向も配筋の状態を患者によくのみ
こませてからかからねばならない．（症状と反動棒の使用方法並に体位，辻噺方向の詳細は次の報
告書にまわすこととする.）（反動棒の構造及び使用法は別図に示す.･）
　（3）作業療法による機㈲訓練（第３の段階）
　反動体による自らの力で運動機能を回復したものまたはM. T 4のものに対して生産機械を繰作
せしめ，共応動作を含ぬて機械による生産作業をさせる．これは，生産される喜についひかされて
作業に熱中し，機能訓練も知らず知らずのうちに熱心になされていることになる．患部に応じて作
業機械も考案されなければならない．
　療養所や施設における単なる機能訓練の非生産さと比べれば作業による機能訓練はつぐる喜びを
伴い成功感にも酔う心理的喜びが併用されていることにな石．
　この作業は手工芸作業のもつリクリェーション的意峻をも加えて情緒の安定性も得られてよい.
　　（事例一神経性筋萎縮（鶴脚）53才男，Ｔ）のために繩ない機を導入，市販繩ない機の塗装の色
は治療用の色彩でないので明快な色彩を回転部に塗って治療器具的にも作業機械としてのメカニズ
ムを盛りつけなければならない．現在再塗装を依頼中である．特に足踏みによる縄ない機や唐箕そ
の他農器具等の中には時代的に不用になって捨てられているものがあるので機能訓練用作業器機と
して手軽に入手出来再利用に便である．
　機能訓練の振子運動がはずみ車のついた円運勁の生産機械に置きかえられて行く段階も実験中で
患部ど最適の機械についての一覧表も後日発表したい.
　（4）後保護施設としての作業療法室（第４段階）
　一応機能は回復しはじめても根気づよく機能訓練による繰り返しが続かないと回復は期待出来な
い．未だ実現は見ないが次の一方策を検討中である．
　この脳出血患者というものは家庭内においても不満の多いもので，この患者を抱えている家庭は
厄病を抱えこんだ位に思われていて家の中は常に暗い．
　これ等の患者を托見所風に預って，患家の負担を軽減する中風寮を考えている．そこは老人ホー
ムのようにリクリェーションも出来れば，機能訓練室，温浴室，休慰室，作業療法室等を設備し，
自宅から通勤の形で歩行訓練を実施させ，来寮すれば同病の患者同志が憲志疎通を見ることも出来
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るし，作業療法室で機能訓練を指導員の下に実施しつつ，その間生産されたものには工賃を支払
う．使いものにならない生産品でも相応な工賃を定め，週清算などによって僅か乍らでも支払う．
このようになれば作業にもはげみがつき，集中度が増し，巧緻性も増し，情緒も安定する．工賃は
タバコ銭となり，或は孫のオヤツ代となるであろうことを夢みている．この工賃は家庭より托寮料
を取り，その中から支払うという方法をとればよい．家庭におれば過保護となって克服慾がなくな
り，自立の精神が養われない，この中風寮は医師１，作業療法師１，療術師１，保母数名の構成で
運営されるだろう．脳出血患者のみならず，病余後者のためにもこのような作業場を附設する後保
諧施設の設立は退院後の患者を抱える家庭でもまた本人も強く要望していることである．
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　　（本調査に高知市旭小学校養汲学級，整肢小鹿園を利用させてもらい，特に脳出血患者は下司
病院の好意により院長の医学的指導の下実験中であることを附記しておきたい.）
(昭和35年９月30日受理)
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